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1.工事に先立ち、事前に設置対象構造物の現地計測を行った上

  で、寸法や取り合いを確認すること。

注記

2.本図は参考図とし、諸条件を確認後に詳細検討を行うこと。

3.本足場は、床版コンクリートの打設や主桁補強、表面保護を

　行うためのものとして計画している。
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アスファルトコンクリート表層工  

アスファルトコンクリート基層工

加熱アスファルト安定処理路盤工

セメント安定処理路盤工

t= 50
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t=100

t=150

セメント安定処理路盤工 t=150
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2250
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下り線2車線運用時

6500 1000
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コンクリートシール t=25

眩光防止板 As

1001900 1001900

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

中分改良設置横断図

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

/1:200
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橋梁部渡り線 STA.494+00.00

下　り　線上　り　線

橋梁部渡り線 STA.494+00.00

下　り　線上　り　線

路面標示JIS規格型A1 中央破線
（幅15㎝ 白色 破線）

路面標示JIS規格型A1 中央破線
（幅15㎝ 白色 破線）

路面標示JIS規格型B1 外側線
（幅20㎝ 白色 実線）

P.HP.H

10750

作業範囲
（施工ヤード）

500
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2000

500

路面標示JIS規格型A1 中央破線
（幅15㎝ 白色 破線）

路面標示JIS規格型A1 中央破線
（幅15㎝ 白色 破線）

路面標示JIS規格型B1 外側線
（幅20㎝ 白色 実線）

追越車線

12450

3250

700

500 3250走行車線

走行車線

3250 6500

250

500

250

1000

対面通行用中央分離帯改良工(2)（参考図）

中分改良設置横断図

対面通行用中央分離帯改良工(2)（参考図）

コンクリート製防護柵

コンクリート製防護柵

コンクリート製防護柵

コンクリート製防護柵

コンクリート製防護柵
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341

STA.493+92.60～STA.494+17.20
大荒戸橋 L=24.60m

STA.492+05.00～

シフト長 

STA.492+80.00～STA.493+40.00
シフト長 L=60.00m

STA.495+17.20～STA.497+79.45

防護柵撤去 Grm-S  L=262.25m ST

防

STA.495+17.20～STA.497+79.45

眩光防止板撤去As  N=262.25m/4=65基 S

眩光

STA.495+17.20～STA.497+79.45

視線誘導標撤去A2-2 N=262.25m/50=5基

STA.495+17.20～STA.497+79.45

視線誘導標撤去A2-2  N=262.25m/50=5基 S

視線誘

STA.491+
視線誘導標撤去

距離標撤去 B2 

STA.494+88.00

距離標撤去 C2 
STA.496+88.00

距離標撤去 C2 

STA.495+88.00

距離標撤去 C2 

STA.493+88.00

距離標撤去 C

STA.492+88.0

STA.497+00.55～STA.497+79.45

用・排水こう撤去Ds-RG･0.70･0.15 -78.93

STA.496+60.55～STA.496+99.45

用・排水こう撤去Ds-RG･0.70･0.15 -38.91

STA.496+18.55～STA.496+59.45

用・排水こう撤去Ds-RG･0.70･0.15 -40.91

STA.495+40.55～STA.496+17.45

用・排水こう撤去Ds-RG･0.70･0.15 -76.92
STA.494+20.76～STA.495+39.45

用・排水こう撤去Ds-RG･0.70･0.15 -118.72

STA.493+80.55～STA.493+84.55
用・排水こう撤去Ds-RG･0.70･0.15 -4.00

STA.492+00.55～STA.4
用・排水こう撤去Ds-RG･0.70

集水ます閉塞 Dc^ -M-RG 
STA.497+00.00

集水ます閉塞 Dc^ -M-RG 
STA.496+60.00

集水ます閉塞 Dc^ -M-RG 
STA.496+18.00

集水ます閉塞 Dc^ -M-RG 

STA.495+40.00

集水ます閉塞 Dc^ -M-RG 

STA.493+80.00

STA.494+17.76～STA.494+20.76
縁石撤去 P.C.C-A  L=3.00m

STA.493+84.56～STA.493+87.56
縁石撤去 P.C.C-A  L=3.00m

STA.495+17.20～STA.497+79.45

コンクリートシール撤去 t=100  A=262.25*1.90=498.28m2 STA.491+1
コンクリートシール撤去

STA.493+84.56～STA.493+87.56
コンクリートシール撤去 t=100  A=3.00*2.60=7.80m2

STA.494+17.76～STA.494+20.76
コンクリートシール撤去 t=100  A=3.00*2.60=7.80m2

スノーポール撤去SP-A 

STA.493+21.50

スノーポール撤去SP-A  N=1基

STA.493+21.50

スノーポール撤去SP-A  N=1基

STA.495+21.50

スノーポール撤去SP-A N=1基

STA.495+21.50

スノーポール撤去SP-A N=1基
STA.496+21.50

スノーポール撤去SP-A  N=1基
STA.496+21.50

スノーポール撤去SP-A  N=1基
STA.497+21.50

スノーポール撤去SP-A N=1基
STA.497+21.50

対面通行用中央分離帯改良工 Ａ L=361m
STA.494+17.76～STA.497+79.45

対面通行用

STA.49

中央分離帯拡幅改良 平面図1(1/2)

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

1:2500 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

中央分離帯拡幅改良 平面図1(1/2)

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

/

　 

※STA⇒KP換算式

　KP=474.388-STA/10

対面通行用中央分離帯改良工(3)（参考図）

対面通行用中央分離帯改良工(3)（参考図）

※対面通行用中央分離帯改良工区間内の路面標示、路面標示消去、切削オーバーレイおよび

　仮設防護柵以外は「対面通行用中央分離帯改良工 Ａ」で計上する
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ST
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.1
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A
=1
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 L
=9
0 0.0

00

STA.493+92.60～STA.494+17.20
大荒戸橋 L=24.60m

STA.491+15.00
～STA.492+05.00

減速車線長 L=90.00m

STA.492+05.00～STA.493+15.00
シフト長 L=110.00m

STA.491+00.00～
STA.492+80.00

加速車線長 L=180.00m

STA.492+80.00～STA.493+40.00
シフト長 L=60.00m

STA.491+14.55～STA.493+77.65
 防護柵撤去 Grm-S  L=263.10m

STA.491+14.55～STA.493+77.65
 眩光防止板撤去As  N=263.10m/4=

65基

STA.491+14.55～STA.493+77.65
 視線誘導標撤去A2-2  N=263.10m/5

0=5基

STA.491+14.55～STA.493+77.65
 視線誘導標撤去 A2-2 N=263.10m/5

0=5基 距離標撤去 B2 

STA.494+88.00

 距離標撤去 C2 

STA.493+88.00

 距離標撤去 C2 

STA.492+88.00

 距離標撤去 C2 

STA.491+88.00

STA.494+20.76～STA.495+39.45

 用・排水こう撤去Ds-RG･0.70･0.15 -118.72

STA.493+80.55～STA.493+84.55

Ds-RG･0.70･0.15 -4.00
STA.492+00.55～STA.493+79.45

 用・排水こう撤去Ds-RG･0.70･0.15 -17
8.93

STA.491+20.55
～STA.491+99.45

Ds-RG･0.70･0.1
5 -78.91

STA.491+14.5
5～STA.491+19.4

5

 用・排水こう撤去

 集水ます閉塞 Dc^ -M-RG 

STA.495+40.00

 集水ます閉塞 Dc^ -M-RG 

STA.493+80.00

 集水ます閉塞 Dc^ -M-RG 

STA.492+00.00

 集水ます閉塞 Dc^ -M-RG 

STA.491+20.0
0

STA.494+17.76～STA.494+20.76

P.C.C-A  L=3.00m

STA.493+84.56～STA.493+87.56
 縁石撤去  P.C.C-A L=3.00m

STA.491+14.55～STA.493+77.65
 コンクリートシール撤去 t=100  A=263.10*

1.90=499.89m2

STA.493+84.56～STA.493+87.56
 コンクリートシール撤去t=100  A=3.00*2.60=7.80m2

STA.494+17.76～STA.494+20.76
t=100  A=3.00*2.60=7.80m2

 スノーポール撤去SP-A  N=1基

STA.491+21.5
0

 スノーポール撤去SP-A  N=1基

STA.491+21.5
0

 スノーポール撤去SP-A  N=1基

STA.492+21.50

 スノーポール撤去SP-A  N=1基

STA.492+21.50 スノーポール撤去SP-A  N=1基

STA.493+21.50

 スノーポール撤去SP-A  N=1基

STA.493+21.50

 スノーポール撤去SP-A  N=1基

STA.495+21.50

 スノーポール撤去SP-A  N=1基

STA.495+21.50

 コンクリートシール撤去 

 用・排水こう撤去

 縁石撤去

Ds-RG･0.70･0
.15 -4.90

 用・排水こう撤去

L=361m
対面通行用中央分離帯改良工 Ａ　L=273m　

STA.491+14.55～STA.493+87.56

中央分離帯拡幅改良 平面図1(2/2)

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

1:2500 図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

中央分離帯拡幅改良 平面図1(2/2)

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

/

※STA⇒KP換算式

　KP=474.388-STA/10

対面通行用中央分離帯改良工(4)（参考図）

対面通行用中央分離帯改良工(4)（参考図）

※対面通行用中央分離帯改良工区間内の路面標示、路面標示消去、切削オーバーレイおよび

　仮設防護柵以外は「対面通行用中央分離帯改良工 Ａ」で計上する
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既設路面標示図(1)（参考図）

S=1:400平 面 図

端部延長換算
　面積 A=2.00×0.35=0.70m2

　幅0.45m換算長 L=0.70÷0.45=1.56m

数量表

S=1:250ゼブラ詳細図

特　記
・路面標示の区画線は，現地計測し作成したものではない．参考とすること．

路面標示消去 車線境界線（幅45cm 破線） L=148.42*3/6*0.45/0.15=222.63m 路面標示消去 車線境界線（平均幅60cm 破線）

L=12.00*3/6*0.60/0.15=24.00m

加速車線長 L=180.00m

S
TA

.4
91

+0
.00

S
TA

.4
90

+9
2.

36

路面標示消去 車線境界線（幅45cm 破線） L=24.00+222.63=246.63m 路面標示消去 ゼブラ（幅45㎝ 実線） L=119.49*0.45/0.15=358.47m

S
TA

.4
91

+9
1.

84

S
TA

.4
91

+7
9.

86

0
.7 5

2.00

2.00
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55
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0.
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57 0.
64 0.
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0.
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0.
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56 0.
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66 0.
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76
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70 0.
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0.
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1.
05

1.
15

1.
25

1.
36

1.
48

1.
60

1.
73

3.92

3.923.92
3.92

3.92
3.93

0.26
0.28

0.29

0.30
0.32

0.34
0.35

0.37

0.39
0.41

0.43

0.45
0.69

0.85
1.02

1.18
1.34

1.51
1.68

1.84
2.01

2.18
2.35

2.52
2.69

2.86
3.04

3.21
3.38

3.56
3.73

3.91
4.09

4.27
4.44

4.62

0
.3 5

0.
45

1.
00

0.45
1.00

1.
87

2500 2500

5000

1
50 1
501
50

4
50

1500 1500

3000

1
50 1
501
50

4
50

S=1:100矢印詳細図

延長換算
　面積 A=2.50×0.45÷2＋2.50×0.15=0.94m2

　幅0.15m換算長 L=0.94÷0.15=6.27m

延長換算
　面積 A=1.50×0.45÷2＋1.50×0.15=0.56m2

　幅0.15m換算長 L=0.56÷0.15=3.73m

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

Aランプ

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋床版取替設計

/図示

No.

端部

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

小計

合計

L (m)

1.56

0.26

0.28

0.29

0.30

0.32

0.34

0.35

0.37

0.39

0.41

0.43

0.45

0.69

0.85

1.02

8.31

0.25

0.26

0.27

0.29

0.32

0.36

0.40

0.45

0.51

0.57

0.64

0.72

0.67

0.63

0.59

6.93

No.

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

小計

L (m)

1.18

1.34

1.51

1.68

1.84

2.01

2.18

2.35

2.52

2.69

2.86

3.04

3.21

3.38

3.56

3.73

39.08

0.57

0.56

0.55

0.56

0.57

0.59

0.62

0.66

0.70

0.76

0.82

0.89

0.97

1.05

1.15

1.25

12.27

No.

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

小計

L (m)

3.91

4.09

4.27

4.44

4.62

3.93

3.92

3.92

3.92

3.92

3.92

44.86

119.49

1.36

1.48

1.60

1.73

1.87

8.04

Aランプ

既設路面標示図(1)（参考図）
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市道福戸72号線
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T4- 10

T 4-9

U20
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U2
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+
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既設路面標示図(2)（参考図）

S=1:400平 面 図

テーパー長 L=110.00m 減速車線長 L=90.00m

S
TA

.4
92

+5
.00

S
TA

.4
92

+5
.00

路面標示消去

車線境界線（幅45cm 破線）
L=84.06*3/6*0.45/0.15=126.09m

路面標示消去 車線境界線（平均幅90cm 破線） L=42.00*3/6*0.90/0.15=126.00m

S
TA

.4
92

+3
0.

79

S
TA

.4
91

+8
8.

72

S
TA

.4
91

+5
1.

08

路面標示消去 車線境界線（幅45cm 破線） L=126.00+126.09=252.09m 路面標示消去 ゼブラ（幅45㎝ 実線） L=56.37*0.45/0.15=169.11m

端部延長換算
　平均幅 (1.10+1.23)÷2=1.17m
　平均長 (2.67+2.55)÷2=2.61m

　面積 A=1.17×2.61-1.23×0.60÷2=2.68m2

　幅0.45m換算長 L=2.68÷0.45=5.96m

1
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1.
00 0.
45
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0.45

No.

端部

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

小計

合計

L (m)

5.96

1.07

1.22

1.36

1.51

1.66

1.82

1.97

2.13

2.29

2.01

1.99

1.98

1.97

1.96

1.95

1.94

1.93

36.72

56.37

0.79

0.79

0.79

0.80

0.80

0.80

0.80

0.80

0.80

1.00

1.16

1.32

1.48

1.64

1.80

1.96

2.12

19.65

数量表

S=1:200ゼブラ詳細図

特　記
・路面標示の区画線は，現地計測し作成したものではない．参考とすること．

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

Dランプ

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

/図示

Dランプ

既設路面標示図(2)（参考図）
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路面標示図(1)（参考図）

S=1:400平 面 図

数量表

S=1:400ゼブラ詳細図

路面標示JIS規格型C1 車線境界線(幅45㎝ 白色 破線) 路面標示JIS規格型C1 車線境界線(平均幅60㎝ 白色 破線)

A=12.00*3/6*0.60=3.60m2

加速車線長 L=120.00m
S
TA

.2
+4

7.
17

S
TA

.2
+7

7.
87

路面標示JIS規格型C1 車線境界線(幅45㎝ 白色 破線)  A=21.80+3.60=25.40m2 路面標示JIS規格型C1 ゼブラ(幅45㎝ 白色 実線)  A=110.13*0.45=49.56m2

S
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No.

端部

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

小計

合  計

L (m)

1.62

0.25

0.25

0.26

0.28

0.30

0.33

0.36

0.40

0.45

0.50

0.56

0.62

0.69

0.77

0.86

8.50

0.26

0.27

0.29

0.30

0.32

0.34

0.36

0.38

0.41

0.43

0.46

0.48

0.51
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0.57

5.92

No.

16
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24
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29
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31

小計

L (m)

0.95

1.05

1.15

1.26

1.38

1.51

1.64

1.78

1.92

2.08

2.24

2.40

2.58

2.76

2.95

3.14

30.79

0.60

0.64

0.67

0.71

0.75

0.78

0.82

0.86

0.89

0.95

1.00

14.37

A=96.88*3/6*0.45=21.80m2

端部延長換算
　面積 A=2.00×0.35＋0.35×0.18÷2=0.73m2

　幅0.45m換算長 L=0.73÷0.45=1.62m
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64
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1.04

1.09

1.14

1.19

1.24

No.

32

33

34

35

36

37

38

39

40

小計

L (m)

3.35

3.56

3.78

4.00

4.24

4.48

4.73

4.99

4.41

37.54

110.13

1.29

1.35

1.40

1.46

1.52

1.58

1.64

1.70

1.07

13.01

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

Aランプ

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

/1:400

Aランプ

路面標示図(1)（参考図）
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路面標示図(2)（参考図）

S=1:400平 面 図

テーパー長 L=80.00m 減速車線長 L=90.00m

S
TA

.0
+8

0.
00

S
TA

.1
+7

0.
00

路面標示JIS規格型C1 車線境界線(幅45㎝ 白色 破線)A=91.19*3/6*0.45=20.52m2 路面標示JIS規格型C1 車線境界線(平均幅90㎝ 白色 破線)A=42.00*3/6*0.90=18.90m2

S
TA

.0
+8

9.
42

S
TA

.1
+3

1.
50

S
TA

.2
+6

3.
01

路面標示JIS規格型C1 車線境界線(幅45㎝ 白色 破線)  A=20.52+20.58=41.10m2 路面標示JIS規格型C1 ゼブラ(幅45㎝ 白色 実線)  A=341.28*0.45=153.58m2

端部延長換算
　平均幅 (1.10+1.21)÷2=1.16m
　平均長 (2.66+2.55)÷2=2.61m

　面積 A=1.16×2.61-1.21×0.60÷2=2.66m2

　幅0.45m換算長 L=2.66÷0.45=5.91m

数量表

S=1:400ゼブラ詳細図
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STEP 1（渡り線施工）

STEP 1-1［中央分離帯拡幅改良図］

STEP 1：渡り線施工のため，①オーバーレイ工，
②中分改良工，③コンクリート製防護柵の設置，
④路面標示の消去，⑤路面標示の設置を行う．
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渡り線施工ステップ図(2/3)（参考図）
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STEP 2（復旧施工）

STEP 2-1［現況復旧図］
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　F.外側線･･･IC路肩側
②中分改良工
　用・排水溝設置，集水ます閉
　塞撤去，防護柵・交通安全施
　設設置，舗装工

STEP 2（復旧施工）

STEP 2-2［現況復旧図］
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 ＜上り線＞＜下り線＞
　土工部

⑤路面標示工
　＜上り線＞＜下り線＞
　A.外側線･･･中央分離帯側
　B.中央線
　C.外側線･･･路肩側
　D.車線境界線
　E.ゼブラ

④切削オーバーレイ工
　オーバレイ撤去
 ＜上り線＞＜下り線＞
　路肩部
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渡り線施工ステップ図(3/3)（参考図）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

渡り線施工ステップ図(3/3)（参考図）

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

/NoScale

工事箇所 工事箇所

大
荒
戸
橋

STEP2-2（渡り線復旧）

STEP 1-2［渡り線施工］

STEP1-2：渡り線施工のため，①切削オーバーレイ，
②コンクリート製防護柵の設置，③中分改良工，
④路面標示の消去，⑤路面標示の設置、⑥コンク

大荒戸橋 L=24.60m

L=994.90m

397.96

49.67

S
TA
.4
99
+2
0.
46

外側線　中分　　路面標示設置撤去A

中央線　　　　　路面標示設置撤去B

外側線　路側　　路面標示設置撤去C

車線境界線　　　路面標示設置撤去D
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54

STA.494+17.20～STA.493+92.60

L=994.90m

397.96

L=142.49m

L=587.10m

外側線　中分　　路面標示設置撤去A

中央線　　　　　路面標示設置撤去B

外側線　路側　　路面標示設置撤去C

車線境界線　　　路面標示設置撤去D
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①切削オーバーレイ工
　＜上り線＞
　路肩部

③中分改良工
　用・排水溝撤去，集水ます閉
　塞，防護柵・交通安全施設撤
　去，舗装工撤去

②コンクリート製防護柵工
　コンクリート製防護柵設置
 ＜上り線＞＜下り線＞
　土工部

④路面標示消去工
　＜上り線＞＜下り線＞
　A.外側線･･･中央分離帯側
　B.中央線
　C.外側線･･･路肩側

⑤路面標示工
　＜上り線＞＜下り線＞
　A.外側線･･･中央分離帯側
　B.中央線
　C.外側線･･･路肩側
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土工部　　　　　コンクリート製防護柵
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STEP1-2（渡り線施工）土工部　　　　　コンクリート製防護柵

STEP 2-1［渡り線復旧］

リート製防護柵の撤去を行う．

STEP2-2：渡り線復旧のため，①切削オーバーレイ，

⑥コンクリート製防護柵工
　コンクリート製防護柵撤去

①切削オーバーレイ工
　＜上り線＞
　路肩部

③中分改良工
　用・排水溝設置，集水ます復
　旧，防護柵・交通安全施設復
　旧，舗装工復旧

②コンクリート製防護柵工
　コンクリート製防護柵設置
 ＜上り線＞＜下り線＞

④路面標示消去工
　＜上り線＞＜下り線＞
　A.外側線･･･中央分離帯側
　B.中央線
　C.外側線･･･路肩側

⑤路面標示工
　＜上り線＞＜下り線＞
　A.外側線･･･中央分離帯側
　B.中央線
　C.外側線･･･路肩側

⑥コンクリート製防護柵工
　コンクリート製防護柵撤去

S
TA
.4
99
+8
0.
00

②コンクリート製防護柵の設置，③中分改良工，
④路面標示の消去，⑤路面標示の設置、⑥コンク
リート製防護柵の撤去を行う．

 ＜上り線＞＜下り線＞

 ＜上り線＞＜下り線＞

　D.車線境界線

　D.車線境界線

　D.車線境界線

　D.車線境界線
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架台部材表－１

名　称・形　状 数　量 備　考

単管パイプ L=1.3m 4 本

自在クランプ

側　面　図 正　面　図

側　面　図 正　面　図

（１ヶ所当たり）

直交クランプ

単管パイプ L=1.5m

単管パイプ L=2.0m

4 本

10 本

20 個

8 個

架台部材表－２

名　称・形　状 数　量 備　考

単管パイプ L=1.3m 2 本

自在クランプ

（１ヶ所当たり）

直交クランプ

単管パイプ L=1.5m

単管パイプ L=2.0m

5 本

13 本

22 個

10 個

ガードレール

ガードレール

簡易標示板（渋滞情報提供装置）

簡易標示板（渋滞情報提供装置）

L=2.0m
単管パイプ

L=1.5m

単管パイプ

L=1.5m

単管パイプ

L=1.3m

単管パイプ

L=1.5m

単管パイプ

L=2.0m

単管パイプ

L=2.0m

単管パイプ

渋滞計測装置 交通監視用カメラ

▽ＧＬ

（
昇
降
高
さ
）

(1200)

1600（表示機寸法）

1700

配線カバー

（1656.4）
φ150ｍ/ｍ(自在)
ストッハ゜ー付き

（
2
3
2
2
） 2
6
8
0

5
0
0

1065

水平状態で左右に回転した場合

  40°傾斜状態で左右に回転した場合

キャスター

簡易標示板（渋滞情報提供装置）

ソーラーパネル（90Ｗ 2枚）

□320mm ４×４表示機

簡易標示板（渋滞情報提供装置）

L=2.0m

単管パイプ

L=1.3m

単管パイプ

L=2.0m
単管パイプ

L=2.0m

単管パイプ

L=1.5m

単管パイプ

簡易標示板（渋滞情報提供装置）

L=2.0m

単管パイプ

L=1.3m

単管パイプ

L=2.0m

単管パイプ

ソーラーパネル（90Ｗ 2枚）

ソーラーパネル（90Ｗ 2枚）

ソーラーパネル（90Ｗ 2枚）

ソーラーパネル（90Ｗ 2枚）

□320mm ４×４表示機

□320mm ４×４表示機

□320mm ４×４表示機

□320mm ４×４表示機

（注）渋滞計測装置、交通監視用カメラの電源供給用として、ソーラーパネルを設置のこと。

　　　渋滞計測装置の設置高さ（推奨）：4ｍ程度（渋滞検知、速度記録収集用）

【 斜面設置時 】（例）30°勾配

（注）簡易標示板は斜面勾配に応じ表示板が水平となるよう架台を組み設置のこと。
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渋滞対策工機器図（参考図）

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

渋滞対策工機器図（参考図）

/
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通信管路撤去

通信管路撤去

撤去・再設置工　落橋防止構造（参考図）

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋床版（下り線）取替工事

撤去・再設置工　落橋防止構造（参考図）

/

24500

2条

1条

トロリー

2.工事に先立ち、事前に設置対象構造物の現地計測を行った上

  で、寸法や取り合いを確認すること。

3.本図は参考図とし、諸条件を確認後に詳細検討を行うこと。

Ｈ形鋼

Ｈ形鋼

Ｈ形鋼

1.撤去は、本図によらず既設床版撤去後にクレーンにより行う計画とする。

注記

▽橋座

端横桁

Ａ部

山形鋼

台車

仮設足場
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大荒戸橋　既設通信管路図（参考図）

図示

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋床版（下り線）取替工事

既設通信管路図（参考図）

/

24500

2条

1条

大荒戸橋
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仮設防護柵設置器具図（１）（参考図）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

仮設防護柵設置器具図（１）

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

/図示
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S=1:10

S=1:5

注　記

１．ロードジッパーピンプーラー（品番C４０８０１）の動力専用。

２．エンジン出力を最大３４００回転に設定する。

３．取付穴の追加は#53（1.51㎜）ダイアドリルを使用する。

S=1:12

仮設防護柵設置器具図（２）（参考図）

事務所名

設計会社名

縮　　　尺

図面の種類

北武コンサルタント株式会社

図面番号

施工会社名

東日本高速道路株式会社 新潟支社

長岡管理事務所

仮設防護柵設置器具図（２）

北 陸 自 動 車 道

大荒戸橋（下り線）床版取替工事

/図示
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